
第
九
巻
帯
職
號

大
正
十
三
年
一
月
欄
日
獲
行

　
　
　
　
　
（
通
巻
第
三
十
三
號
）

厩

ε

　
初
唐
頃
か
ら
の
書
に
萩
学
が
散
見
し
、
こ
れ
が
波
斯
の

拝
火
立
師
ち
N
錠
暮
冨
ω
常
即
の
開
い
だ
罎
欝
留
♂
日
を
繕

す
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
自
分
は

拝
火
澱
の
支
那
に
二
つ
た
時
代
に
つ
い
て
は
、
更
に
遡
っ

て
魏
齊
周
の
蒋
代
に
見
ゆ
る
胡
蒐
書
の
崇
拝
ご
い
ふ
も
の

を
以
て
之
に
該
転
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
事
を
以
前
か
ら
圭

銘
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
就
い
て
は
近
年
刊
行

　
　
　
第
九
巷
　
鋳
究
　
夷
ぜ
蕨
ミ
郡
連
ビ

文
學
博
士
　
羽

田

亨

さ
れ
た
陳
垣
氏
の
①
火
萩
西
入
中
國
考
の
見
解
に
賛
同
す

る
。
輩
に
胡
天
紳
こ
い
ふ
だ
け
で
は
脅
し
も
天
を
崇
舞
す

る
銀
爲
α
鉱
ω
ヨ
ε
限
る
謬
に
は
行
か
な
い
こ
ビ
勿
論
で
あ

る
が
、
極
書
聡
七
禮
儀
志
に
は
、
「
後
勲
業
招
來
西
域
、
叉

参
拝
胡
兵
制
、
皇
帝
親
焉
、
其
儀
並
磁
器
俗
．
淫
僻
不
可

墨
画
し
ご
見
え
る
。
か
く
西
域
意
想
の
鴛
に
胡
馬
を
啓
す

る
ご
い
へ
ば
、
其
の
胡
天
ご
い
ふ
も
の
は
然
く
漠
然
た
る

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
一
　
（
　
　
一
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
天
ミ
凝
ミ
邸
蓮
ご

も
の
で
は
な
く
、
籐
程
牲
質
を
限
定
せ
ら
れ
、
西
域
に
行

は
れ
た
天
の
崇
笄
ピ
考
へ
ら
る
、
こ
ご
勿
論
で
あ
る
。
一

方
全
書
・
北
史
㌔
墨
書
・
梁
書
・
南
史
等
の
西
域
傳
の
記
事
を

見
る
ε
、
舞
思
置
の
本
國
な
る
波
斯
を
始
め
、
滑
（
国
℃
窯
巴
）

高
畠
、
焉
誉
な
ざ
の
西
域
諸
國
に
於
ζ
、
「
俗
事
火
回
天

稟
」
こ
か
、
或
は
輩
に
「
俗
事
天
女
」
こ
か
記
さ
れ
て
居
る

爾
者
を
比
鞍
し
て
考
へ
る
ご
、
こ
、
に
所
謂
胡
天
を
回
す

る
こ
ビ
は
筈
鋸
山
。
討
B
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
ご
見
る
の

が
最
も
適
齢
の
解
繹
だ
こ
考
へ
る
。
階
書
禮
儀
志
に
は
叢

に
引
用
し
た
所
の
前
に
接
し
て
、
北
齊
の
後
面
が
其
の
末

年
に
、
「
心
意
山
稼
、
至
於
躬
自
惚
．
憐
催
事
普
天
、
郷
中
途

多
淫
祀
、
黒
風
至
今
不
絶
」
ご
記
し
て
あ
る
が
、
其
の
祭

儀
の
風
②
及
び
記
事
の
關
聯
の
上
か
ら
見
て
も
、
前
に
引

い
た
所
ご
同
一
の
胡
天
ご
解
繹
す
べ
き
で
あ
ら
う
，
魏
書

聡
＋
三
婆
皇
后
貫
軽
勲
）
に
、
「
後
幸
嵩
高
山
、
夫
会
主

以
下
從
者
数
百
人
、
昇
干
田
中
、
無
題
淫
祀
、
而
胡
天
紳

不
在
製
罐
」
ご
見
え
る
も
の
も
、
や
は
り
同
書
に
記
す
る

　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
　
二
　
（
　
　
ご
）

西
域
諸
國
の
天
紳
こ
い
ふ
も
の
ご
關
聯
せ
し
め
る
の
が
至

當
で
あ
ら
う
。
畢
況
は
長
安
志
三
十
布
政
坊
の
毒
忌
祠
の

註
に
於
て
、
「
胡
駅
紳
始
末
華
北
魏
書
、
璽
・
太
后
時
縫
子
寺
」

ご
記
し
て
居
る
。
果
し
て
露
太
后
が
此
の
蕨
祠
を
建
て
た

ε
い
ふ
特
別
の
誇
盤
が
あ
る
か
否
か
は
、
慮
分
の
知
り
…
得

な
い
所
で
あ
る
し
、
ま
た
胡
天
寵
の
始
末
が
北
品
書
に
見

え
る
こ
も
思
は
な
い
が
、
皇
太
后
ご
献
帥
ご
を
結
び
付
け

る
黙
に
つ
い
て
は
、
か
、
る
次
第
で
賛
意
を
表
し
得
る
Q

階
代
に
も
こ
の
信
仰
の
存
し
元
こ
ご
は
既
に
論
述
せ
ら
れ

た
事
尚
で
、
こ
、
に
煩
し
く
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。
唐

初
の
編
棊
に
係
る
階
書
（
北
史
臨
書
に
も
）
に
は
、
そ
の
西
域
傳
康
國

（ω

?
ヨ
９
涛
碧
飢
）
の
條
に
於
て
、
「
金
蔓
律
畳
於
厭
祠
」
ご
記

し
、
周
書
は
波
斯
國
の
條
に
、
「
俗
事
火
献
棘
」
ご
記
し
て

居
る
が
、
同
時
に
階
書
の
同
玉
高
昌
國
の
條
に
は
、
な
ほ

「
俗
事
甫
嶺
」
ご
も
書
い
て
あ
る
。
思
ふ
に
厭
字
は
既
に
明

の
方
以
智
の
通
雅
懇
十
一
に
、
「
智
嘗
按
、
黒
字
起
干
麿
、

類
質
品
図
画
正
、
既
蓮
西
域
、
因
其
言
而
造
営
字
、
以
爲



其
淋
、
故
在
〔
説
文
〕
新
附
例
」
ご
説
き
陳
垣
氏
も
之
に
同

じ
た
㈲
如
く
、
唐
初
か
ら
用
ゐ
出
し
た
新
造
字
に
相
蓮
な

い
。
宋
の
種
皮
の
羊
頭
叢
説
憲
上
及
び
、
方
墨
客
の
通
雅

懇
十
一
等
に
は
、
左
傳
僖
公
十
九
年
の
條
に
見
ゆ
る
次
雅

之
冠
に
附
し
た
杜
預
の
註
に
「
献
棘
」
の
文
字
が
あ
る
こ
い

ふ
に
基
い
て
、
粟
漬
の
紳
は
晋
代
よ
り
既
に
支
那
に
入
つ

な
も
の
ε
論
じ
て
み
る
が
、
こ
れ
は
其
の
祭
儀
か
ら
考
へ

て
も
枝
神
に
面
す
る
も
の
ε
は
思
は
れ
す
、
無
論
陳
氏
の

軽
い
だ
如
く
、
妖
棘
（
も
し
く
は
祭
神
か
）
の
書
誤
り
を
基

ビ
し
て
の
考
に
蓮
な
い
。
竹
越
博
士
の
左
氏
會
箋
に
も
「
妖

紳
」
ご
記
さ
れ
て
居
る
。
方
下
智
の
如
き
は
前
に
述
べ
た

蓮
り
、
洋
字
を
唐
よ
り
越
つ
た
も
の
ざ
見
て
遣
き
な
が
ら

又
按
す
る
に
ご
し
て
か
＼
る
考
を
載
せ
て
、
前
後
の
矛
盾

に
頓
着
し
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
陳
垣
氏
は
玉
門
に

萩
字
を
牧
め
て
居
る
こ
ご
を
、
永
樂
本
や
…
澤
存
堂
本
に
よ

り
て
謹
し
、
玉
篇
の
出
家
た
潜
時
に
は
、
火
献
の
敷
は
既

に
支
那
に
入
っ
て
居
る
が
、
南
朝
に
之
が
流
修
し
た
か
否

　
　
　
第
九
谷
　

研
究
　
天
ミ
萩
建
瀦
蓬
ミ

か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
よ
し
南
朝
に
て
此
の
敢
の
事
を
知

っ
て
ゐ
π
ご
し
て
も
、
そ
れ
は
砥
だ
天
紳
火
偏
を
拝
す
る

こ
ご
を
知
っ
た
に
止
っ
て
、
賑
し
も
當
確
証
宇
の
あ
っ
た

謬
で
は
無
く
、
此
の
字
は
唐
の
上
元
元
年
以
後
孫
勲
等
が

聡
験
し
把
所
で
あ
ら
う
ε
見
、
上
記
の
永
樂
本
に
は
示
部

の
最
末
の
十
六
年
中
に
、
澤
存
堂
本
に
は
同
じ
く
最
後
の

八
坊
中
に
之
が
牧
め
ら
れ
て
あ
る
の
を
労
謹
ご
し
た
。
此

の
見
解
は
大
膿
に
於
て
當
を
得
元
も
の
ご
思
は
れ
る
、
も

し
我
國
に
傳
は
つ
た
同
書
の
乱
曲
残
恕
に
示
部
が
存
す
れ

ば
、
も
ざ
の
玉
里
に
此
の
字
の
存
し
た
か
否
か
を
謹
二
立

て
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
が
傳
は
ら
な
い
の
は
獲

念
で
あ
る
。
た
“
上
元
本
玉
篇
に
於
て
既
に
塘
入
さ
れ
た

か
、
も
し
く
は
其
の
以
後
、
例
へ
ば
陳
彰
年
等
の
増
し
た

所
で
あ
る
か
の
如
き
問
題
は
、
今
劉
然
ご
定
め
る
課
に
は

ゆ
く
ま
い
。

　
か
く
て
唐
詞
か
ら
用
ゐ
出
さ
れ
た
献
字
は
、
筆
管
の
梅

域
記
に
は
見
え
な
い
が
、
陳
氏
の
塞
・
げ
た
如
く
義
旗
の
根

　
　
　
　
　
。
　
　
第
　
一
號
　
　
　
　
三
　
（
　
　
ヨ
）



　
　
　
第
九
巻
　

研
究
　
天
ミ
談
ミ
諦
蓮
ミ

本
説
一
切
有
部
活
輪
講
皮
革
事
及
び
、
之
に
謝
す
る
希
麟

の
績
一
切
経
意
義
、
杜
蕨
の
蓮
典
、
杜
環
の
経
行
記
、
紛

慧
超
の
往
五
天
竺
國
傳
等
の
脂
漏
の
書
に
は
皆
之
を
載
せ

て
み
る
、
新
奮
唐
書
等
に
も
等
し
く
載
せ
ら
る
、
こ
ε
は

い
ふ
迄
も
な
い
。
た
い
弦
に
注
出
思
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
こ

ご
は
、
此
等
の
書
の
印
刷
さ
れ
て
今
日
に
傳
は
つ
て
居
る

も
の
に
は
、
此
の
字
を
正
し
く
転
ビ
書
い
た
も
の
も
あ
る

が
、
大
概
は
萩
、
も
し
く
は
厭
ご
見
ら
れ
る
糧
の
形
で
記

さ
れ
て
居
る
事
で
あ
っ
て
、
近
く
は
藤
田
樽
士
の
慧
超
傳

論
罪
に
も
、
本
文
に
は
特
ド
置
字
に
作
り
、
而
し
て
「
案

火
潜
戸
浄
火
心
し
ご
見
え
て
居
る
。
此
の
宇
の
意
義
に
つ

い
て
は
蓮
艇
身
四
十
粛
正
の
註
に
、
「
萩
胡
煙
反
、
萩
者
西

域
國
天
榊
云
々
」
ご
見
え
、
希
麟
の
吾
義
に
は
萩
祠
の
下

に
、
上
胡
煙
反
、
胡
締
官
名
、
方
言
云
、
本
胡
地
多
事
於

天
、
謂
洋
行
厭
、
因
以
作
字
」
ご
見
え
、
説
文
に
徐
鎧
の

新
附
し
た
所
に
、
「
胡
紳
也
、
宣
示
天
聲
、
火
千
切
」
と
い

う
て
居
る
な
ご
に
よ
っ
て
も
、
宇
肇
が
天
で
無
く
し
て
天

　
　
　
　
　
，
　
第
　
一
號
　
　
　
　
　
四
　
（
　
　
四
）

で
あ
る
べ
き
こ
ざ
は
殆
ん
ご
筋
無
い
の
で
あ
っ
て
、
方
以

智
㈹
が
「
妖
神
部
魑
繕
天
神
也
…
…
…
…
字
從
天
、
野
作

祇
從
天
、
故
張
有
載
桐
輩
、
皆
以
器
量
妖
訊
合
爲
一
字
」

ご
い
ふ
た
の
は
正
し
い
考
で
あ
る
。
慰
謝
敦
煙
か
ら
出
た

麿
代
、
も
し
く
は
之
に
近
き
時
代
の
沼
本
に
つ
い
て
此
の

字
を
求
め
て
見
る
ご
、
，
望
。
ぽ
氏
の
得
た
唐
光
啓
元
年
に

寓
し
た
意
志
の
残
窓
中
、
伊
吾
縣
の
條
に
火
概
廟
、
厭
主

厭
紳
等
の
交
字
が
見
え
、
ま
た
空
濠
両
氏
の
得
た
前
記
慧

超
の
往
五
天
竺
國
傳
中
に
も
、
安
三
曹
國
史
学
石
螺
國
米

國
康
血
潮
に
行
は
れ
た
宗
敏
を
記
し
て
、
「
又
六
六
國
総
事

墨
画
」
ε
書
き
、
決
し
て
同
傳
箋
謹
の
本
文
に
見
え
る
如

く
厭
ご
は
書
い
て
無
い
の
で
あ
る
。
ま
た
沙
州
都
督
府
圖

経
や
、
蹄
義
軍
節
度
使
文
書
の
な
ご
に
も
、
明
に
転
字
を

用
み
て
居
る
。
從
っ
て
版
本
の
階
野
幌
典
以
下
の
諸
書
に

厭
に
作
っ
て
あ
る
は
、
何
時
か
ら
か
生
じ
だ
誤
を
踏
襲
し

π
に
過
ぎ
ぬ
ご
考
へ
る
。
元
磁
器
字
は
天
に
從
ひ
、
督
は

於
喬
の
切
な
る
装
備
で
あ
っ
て
妖
ε
泄
じ
、
敦
燵
か
ら
出



た
切
韻
に
も
妖
ご
共
に
賓
韻
中
に
験
め
、
「
亦
作
耳
穴
」
ご

見
え
る
。
そ
れ
で
献
ご
は
全
く
昔
も
義
も
異
る
字
で
あ
っ

一
て
、
覇
者
相
通
す
べ
き
理
無
く
、
た
ま
た
ま
之
を
相
蓮
せ

し
む
る
楓
文
韻
府
働
の
如
き
は
続
繹
に
隔
っ
た
も
の
に
外

な
ら
諏
。

　
杁
宇
の
昔
に
つ
い
で
は
」
既
に
前
に
も
蓮
典
や
、
希
麟
の

請
書
や
、
説
文
新
附
に
見
ゆ
る
所
を
引
い
た
が
、
な
ほ
廣

韻
に
は
池
典
ご
同
様
に
呼
煙
反
ご
見
え
、
…
、
犀
玉
書
で
あ
っ

た
こ
ご
疑
を
容
れ
な
い
。
然
る
に
集
韻
に
は
蔽
に
作
っ
て

馨
姻
切
（
．
｝
．
窪
冨
）
こ
し
、
上
記
諸
書
に
見
ゆ
る
所
ご
同
一

勲
臼
を
與
へ
た
…
⊥
万
に
、
同
じ
く
回
廊
字
を
「
他
ム
年
切
」
の
鼠
日
を

與
へ
た
天
忠
o
p
ご
同
昔
中
に
望
め
て
あ
り
、
司
馬
光
の

類
編
に
も
同
様
爾
…
膏
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
で
転
に
は

乱
す
｝
と
叶
匂
す
ρ
ε
の
爾
暑
の
あ
っ
た
こ
ご
を
認
め
ね
ば

．
な
ら
ぬ
課
で
あ
る
が
、
何
故
に
か
く
爾
昔
の
存
す
る
か
を

見
る
前
に
、
先
づ
此
の
字
の
構
成
を
考
へ
て
見
る
要
が
あ

，
る
。
既
に
前
述
の
如
く
新
字
の
用
ゐ
ら
れ
る
こ
ご
に
な
つ

　
　
　
第
九
巻
　
研
’
究
　
天
ε
凝
ぜ
祁
蓮
定

た
以
前
に
は
、
支
那
で
は
西
域
警
急
の
奔
火
器
徒
の
天
を

祭
る
こ
ご
を
、
天
帥
に
事
へ
る
こ
い
ふ
て
る
た
、
早
書
西

域
傳
に
も
、
正
野
の
條
に
は
妖
祠
の
名
を
用
み
な
が
ら
、

高
昌
の
條
に
は
や
は
り
天
帥
の
文
字
を
用
み
て
あ
る
の
は

奮
來
の
記
鎌
を
そ
の
ま
、
に
探
用
し
だ
所
ご
、
新
に
書
き

足
し
た
所
ご
に
よ
り
て
生
じ
て
來
た
相
違
で
、
要
す
る
に

同
一
義
に
外
な
ら
澱
。
陳
氏
は
「
未
諒
解
宇
以
前
、
諸
書

肝
管
天
帥
二
字
代
用
、
総
有
尿
糖
後
、
諸
史
西
域
傳
悉
用

置
字
、
不
漁
無
罪
帥
突
、
其
伍
欝
直
営
者
、
必
別
有
研
指

非
火
転
也
云
々
」
こ
い
う
て
居
る
が
、
撰
し
も
か
く
断
定

し
難
き
事
は
、
叢
に
志
げ
だ
所
で
も
知
b
得
る
こ
ご
で
あ

ら
う
。
高
昌
の
天
帥
こ
い
ふ
も
の
が
祇
紳
に
外
な
ら
ざ
る

こ
ご
に
つ
い
て
は
、
辮
を
用
み
る
に
も
及
ぶ
ま
い
。
そ
れ

で
妖
こ
い
ふ
字
は
天
に
示
を
附
け
加
へ
た
丈
け
の
も
の
で

こ
れ
に
よ
り
て
天
の
紳
の
義
を
表
は
し
、
そ
う
し
て
特
に

西
域
の
天
神
を
示
そ
う
ご
し
た
も
の
に
密
な
ら
ぬ
こ
ご
は

前
賢
の
説
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
甚
だ
了
り
易
い
所
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
（
　
五
）
　
「



　
　
　
第
九
巷
　
研
究
　
天
ミ
畿
定
泓
蓮
ミ

る
。
弦
に
於
て
か
此
の
字
に
集
韻
や
類
書
な
ざ
の
輿
へ
た

他
年
の
切
、
天
の
普
あ
る
べ
き
ば
極
め
て
旨
然
の
事
ご
見

な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
然
ら
ば
何
故
に
別
に
之
に
察
開
。
⇔
の

膏
が
存
す
る
か
ご
い
ふ
ご
、
之
は
天
一
へ
す
一
の
「
種
の
方

昔
に
平
な
ら
濾
の
で
あ
っ
て
、
集
韻
の
馨
煙
切
の
舐
字
下

に
、
傷
「
關
中
夏
天
爲
舐
」
ご
あ
る
の
は
、
天
を
當
時
關
中

地
方
の
音
で
は
着
旧
《
ぼ
窪
ご
い
ふ
だ
こ
ご
を
示
し
た
に
外

な
ら
ぬ
。
今
日
で
も
陳
氏
が
「
今
勢
中
天
字
書
有
呼
煙
切

如
吾
郷
新
聯
帯
西
江
一
…
帯
各
縣
是
也
」
こ
い
う
て
居
る
蓮

り
、
か
、
る
方
暑
の
相
違
は
認
め
得
ら
れ
る
し
、
ま
た
す

っ
ご
古
い
時
代
に
も
然
り
し
こ
ご
は
、
杭
世
駿
の
績
方
言

に
、
「
隈
笹
司
雨
季
以
菅
腹
言
之
、
天
顯
也
、
在
上
高
顯
也

青
徐
以
舌
頭
言
之
、
天
才
也
、
坦
然
黒
金
也
」
ε
し
て
、
，

劉
無
の
繹
名
を
引
用
し
て
居
る
に
よ
り
て
も
知
り
得
ら
れ

や
う
。
要
す
る
に
言
語
學
者
の
説
く
こ
（
F
暮
v
等
の
暑

の
間
に
於
る
轄
音
の
現
象
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
天
竺

ご
賢
毒
、
馬
身
等
ビ
が
同
一
名
を
爲
せ
る
に
過
さ
ぬ
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
六
（
　
六
）

同
様
の
例
で
め
る
。
漢
書
西
域
傳
無
毒
國
の
條
の
掲
毒
に

註
し
て
、
顔
師
古
が
「
絹
雲
即
身
毒
手
篤
也
、
本
皆
一
名

黒
門
輕
重
耳
」
こ
い
う
て
居
る
の
も
、
此
等
の
揚
、
身
、

天
等
の
間
に
叢
る
縛
著
の
關
係
を
認
め
た
も
の
に
外
な
ら

澱
。
論
者
或
は
希
麟
の
音
義
に
つ
万
言
云
、
本
胡
地
多
事

於
天
、
謂
天
爲
厭
、
因
三
厩
宇
し
ご
あ
り
、
集
韻
、
類
編

あ
ハ
堂
回
多
野
に
、
「
皆
労
沸
爲
㎝
萩
面
」
ご
あ
る
に
基
い
て
、
転

写
．
葺
ε
ば
漢
語
な
ら
組
胡
語
を
督
寓
し
だ
も
の
で
あ
る

こ
い
ふ
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
分
は
當
時
胡
ご
聡
せ
ら
れ

得
る
民
族
の
語
に
、
天
を
蓉
画
窪
ご
呼
ん
だ
も
の
、
あ
る

の
を
知
ら
な
い
し
、
ま
た
「
胡
謂
紳
駕
蔵
し
の
解
羅
は
、
そ

の
由
來
甚
だ
疑
ふ
べ
一
、
之
を
以
て
一
欄
の
臆
断
に
過
ぎ

澱
こ
の
信
ず
る
か
ら
、
か
＼
る
見
解
に
は
從
ひ
得
な
い
Q

　
要
す
る
に
蕨
ビ
は
酉
域
の
天
榊
を
表
は
す
爲
に
作
ら
れ

た
文
字
で
、
そ
の
音
昭
島
私
蔵
は
天
け
．
凶
臼
μ
の
方
暑
に
愚
ぎ
す

此
の
激
の
先
づ
入
り
、
且
つ
行
は
れ
た
嗣
中
の
或
地
方
や

西
方
入
の
薄
舞
に
來
た
も
の
な
ご
が
、
正
し
く
は
一
へ
凶
。
β
ご



恕
す
べ
き
を
窪
｛
窪
ご
獲
暑
し
た
が
爲
に
、
新
造
の
此
の

字
に
要
し
て
謬
戸
口
の
普
を
附
す
る
こ
ご
、
な
り
、
か
く

て
艶
2
L
《
ぼ
。
ロ
の
爾
暑
を
傳
へ
ら
る
、
に
至
つ
だ
も
の
に

外
な
ら
諏
ご
考
へ
る
。

　
書
記
や
爾
漢
書
の
記
事
中
に
残
さ
れ
る
僅
少
の
痢
奴
語

が
、
其
の
種
族
の
何
で
あ
っ
た
か
を
決
定
す
る
問
題
に
於

て
重
要
な
る
三
尊
ご
せ
ら
れ
、
今
口
ま
で
内
外
の
學
者
に

依
り
て
屡
々
論
議
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
更
め
て
説
く
ま

で
も
な
い
事
で
あ
る
。
此
等
の
幻
奴
語
中
に
祁
連
こ
い
ふ

語
が
あ
っ
て
、
史
記
の
旬
奴
傳
以
下
の
諸
書
に
記
さ
れ
、

山
名
ご
し
て
理
学
ま
で
傳
は
つ
て
居
る
。
前
漢
書
武
帝
本

紀
天
漢
二
年
五
月
の
條
に
見
ゆ
る
妾
言
に
附
し
た
る
顔
師

古
の
註
に
は
、
「
帥
那
連
山
也
。
飼
奴
謂
天
爲
隠
妻
、
郡
吾

互
夷
反
、
漁
網
卑
語
蓋
然
」
ご
見
え
、
ま
た
同
書
罐
去
病

傳
の
祁
連
山
に
は
、
同
じ
人
の
「
祁
連
由
郎
天
山
也
、
旬

奴
聖
天
爲
祁
連
、
那
昔
士
下
書
」
の
註
が
見
え
る
。
か
く

　
　
　
第
九
谷
　
研
究
　
天
雀
蕨
マ
㌧
那
連
ミ

郡
に
與
へ
ら
れ
た
る
音
に
、
E
夷
反
鉱
ご
士
夷
反
掌
こ
の

爾
…
楼
が
あ
る
が
、
之
を
以
て
何
れ
か
の
一
方
が
誤
で
あ
る

ご
は
云
は
れ
な
い
。
實
運
上
同
時
代
に
「
等
し
に
ご
ご
甑
こ

の
爾
吾
の
存
す
る
こ
ご
、
例
へ
ば
「
心
し
に
於
る
ご
同
様
で

あ
っ
た
の
で
、
か
、
る
爾
種
の
昔
註
の
生
じ
た
も
の
に
外

な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
尤
も
…
塁
塞
が
一
つ
の
飼
奴
語
を
昔
寓

し
た
も
の
こ
解
く
に
當
っ
て
、
一
方
に
那
を
互
夷
反
ご
見

て
一
（
簑
。
昌
ご
讃
み
、
他
方
に
士
馬
糧
ご
見
て
弩
雪
止
ご
讃

む
こ
ご
は
、
前
後
矛
盾
し
撮
着
せ
る
訴
を
免
れ
ま
い
が
、

思
ふ
に
一
方
は
聡
き
に
引
い
た
註
文
に
見
え
る
鮮
卑
語
こ

の
關
係
な
ざ
か
ら
筐
の
音
を
選
び
、
他
方
は
在
來
の
護
み

習
は
し
ご
か
、
師
古
の
用
ゐ
馴
れ
た
所
ご
か
い
ふ
や
や
う

な
理
由
に
よ
っ
て
、
蕊
の
音
を
與
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

要
す
る
に
k
ご
．
β
こ
の
爾
音
の
極
め
て
相
近
き
に
基
い
て

生
す
る
蒋
説
の
一
現
象
で
あ
っ
て
、
前
に
も
引
い
た
賢
毒

解
毒
、
身
毒
、
信
度
な
ご
が
、
同
一
國
名
を
寓
す
の
ビ
同

じ
理
由
に
外
な
ら
諏
。
さ
て
顔
師
古
は
か
く
二
庚
ま
で
旬

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
（
　
七
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
　
究
　
　
天
ε
酸
ご
郵
建
芒

奴
で
は
天
を
藤
連
ご
謂
ふ
こ
ご
を
註
示
し
て
居
る
の
で
あ

る
が
、
如
何
な
る
材
料
に
暴
い
て
か
、
る
説
を
鴬
せ
る
か

は
明
か
で
な
い
。
師
古
以
前
に
か
、
る
解
鐸
を
今
日
に
獲

し
て
居
る
も
の
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
當
時
何
等

か
此
の
説
閉
の
卓
筆
に
な
る
材
料
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
し

從
っ
て
ま
た
確
か
な
説
明
で
あ
る
べ
き
こ
ざ
は
、
之
を
他

の
参
事
語
の
上
に
加
へ
ら
れ
た
解
群
ご
考
へ
合
せ
て
も
、

認
容
す
べ
き
こ
ご
で
あ
る
ご
思
ふ
。
然
ら
ば
天
を
那
連
こ

い
ふ
の
は
如
何
な
る
國
語
に
よ
り
て
説
明
す
べ
き
で
あ
る

か
白
鳥
博
士
は
既
に
屡
此
の
問
題
の
解
騨
に
心
事
せ
ら
れ

初
め
雌
に
は
之
を
ト
ル
コ
語
青
の
義
国
（
｛
斧
よ
り
轄
じ
て
天

の
義
と
な
れ
る
も
の
、
複
数
形
M
急
鉱
毒
の
昔
諜
ご
考
へ
．

次
鵬
に
は
師
古
の
説
温
し
も
九
品
す
る
に
足
わ
な
い
こ
い

ふ
立
場
が
ら
、
同
じ
ト
ル
コ
語
で
雪
の
義
で
あ
る
冠
霞
戸

ご
考
へ
、
更
閨
に
満
…
洲
語
に
て
天
を
い
ふ
ζ
ξ
H
ご
考
定

せ
ら
れ
た
。
自
分
は
今
こ
の
上
に
愚
見
を
加
へ
て
、
徒
に
蛇

足
を
添
へ
や
う
ご
は
思
は
な
い
傷
も
し
百
分
が
郡
連
を
以

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
八
（
　
入
）

て
純
輝
の
糊
野
外
ざ
考
へ
、
今
ロ
の
北
方
講
中
に
そ
の
縁

故
を
求
む
る
方
針
に
寓
る
な
ら
ば
、
ま
π
此
等
以
外
の
語

を
求
め
る
こ
ご
は
出
來
な
か
つ
北
ら
う
ε
思
ふ
。
た
だ

よ
2
の
韻
を
有
す
る
「
早
し
に
窮
し
て
、
ざ
ぎ
H
の
i
三
冒
を
認

め
る
こ
ご
が
果
し
て
滴
唇
田
で
あ
る
か
ざ
う
か
は
、
恋
凹
詮
索

す
べ
き
除
地
が
あ
り
は
し
な
い
か
ご
思
ふ
の
み
で
あ
る
。

然
ら
ば
解
騨
の
方
針
を
別
に
し
て
如
何
に
之
を
考
へ
乃
か

ご
い
へ
ば
、
自
分
は
之
を
以
て
祇
ご
同
一
の
語
、
言
ひ
換

ふ
れ
ば
こ
れ
も
ま
た
漢
語
の
天
の
轄
書
に
外
な
ら
訟
で
あ

ら
う
ε
思
ふ
。
紳
．
M
窪
ご
犀
蕪
9
こ
の
間
に
は
、
一
見
し
旋

所
で
は
可
な
b
普
灘
の
相
蓮
が
あ
る
や
う
に
認
め
ら
れ
る

が
、
前
に
既
に
焦
①
昌
ご
窪
す
剛
ご
が
同
昔
の
懇
命
に
過
ぎ

な
い
こ
ご
を
説
い
た
膚
分
は
、
回
島
山
9
を
通
じ
て
見
る

け
へ
幽
窪
ご
回
（
津
2
こ
の
間
に
、
し
か
く
距
離
の
存
す
る
も
の

ご
は
思
は
な
い
、
要
は
中
間
昔
こ
し
て
一
箇
の
♂
の
挿
入

さ
れ
て
居
る
丈
け
の
相
違
ご
見
る
こ
ざ
が
鵠
煙
る
。
今
此

の
7
の
性
質
を
見
る
に
當
っ
て
、
之
ご
同
…
機
の
例
で
既
に



先
入
の
誇
示
を
経
て
居
る
も
の
を
借
り
凍
る
を
便
利
こ
す
・

る
。
説
文
に
粛
所
図
書
也
、
楚
謂
之
不
律
、
燕
謂
之
弗
ε

見
え
、
段
氏
は
之
に
註
し
て
、
一
語
而
聾
字
各
駅
也
．
騨

器
日
、
不
律
謂
之
筆
、
郭
云
、
蜀
入
呼
筆
爲
不
律
也
、
語

之
礎
轄
也
ご
い
う
て
る
る
、
率
、
六
律
、
弗
。
筆
等
が
段

氏
の
所
謂
一
語
に
し
て
聲
字
各
異
れ
る
も
の
な
る
こ
ご
は

異
論
な
き
所
で
、
筆
℃
謬
ご
不
興
一
）
〒
葺
こ
の
相
即
は
、

方
普
の
鍵
轄
に
属
せ
ら
れ
て
る
る
。
不
二
の
二
宇
で
表
は

す
習
は
か
く
℃
〒
年
と
い
ふ
複
音
で
み
る
べ
き
で
あ
る
が

漢
語
が
元
寒
軍
綴
語
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
甚

だ
議
論
の
存
す
る
筋
ビ
し
て
も
、
説
文
や
爾
雅
の
郭
註
の

作
ら
れ
た
時
代
の
点
語
に
於
て
、
筆
を
総
す
る
方
言
に

℃
〒
ま
ご
い
ふ
複
綴
語
が
存
し
た
こ
考
へ
る
の
は
如
何
で

あ
ら
う
か
、
從
っ
て
當
疇
奥
蜀
の
地
方
に
行
は
れ
た
此
の

語
を
漢
語
の
方
言
ご
見
れ
ば
、
之
は
も
無
の
普
を
寓
す
爲

に
、
一
箇
の
漢
字
で
は
表
は
し
悪
い
ビ
こ
ろ
か
ら
、
か
く

二
字
を
用
み
た
も
の
ご
解
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
古
い

　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
天
ミ
概
ミ
那
蓮
ミ

漢
語
の
頭
督
に
箪
箕
¢
（
9
の
ポ
島
ご
等
の
存
し
た
こ

ご
は
既
に
學
者
の
読
い
た
事
で
、
近
く
は
飼
囚
三
号
『
窪
氏

の
如
き
も
ま
た
此
の
考
を
述
べ
て
み
る
。
然
る
に
一
こ
い

ふ
晋
は
バ
ラ
タ
ヅ
ぜ
！
シ
ヨ
ン
に
よ
り
て
〕
」
｛
－
な
ざ
ご
同

標
の
昔
に
柔
げ
ら
る
、
性
質
を
有
す
る
こ
ご
、
諸
國
語
に

於
て
等
し
く
認
め
ら
る
、
ご
こ
ろ
で
働
、
大
概
の
言
語
學

の
書
物
に
は
こ
の
現
象
を
論
述
し
て
あ
る
が
、
こ
、
に
は

密
。
。
℃
。
唇
。
簿
の
ピ
。
回
ζ
ぎ
魯
鮎
興
醒
9
5
け
馨
し
。
・
H
ω
轟
i
鋸
凱

の
説
明
ご
駈
引
ε
に
從
ふ
こ
ご
を
述
べ
て
惚
け
ば
酬
う
る

か
、
れ
ば
不
律
は
筆
℃
坤
の
古
き
形
、
即
ち
℃
ま
の
形
を

臭
、
蜀
の
地
方
に
傳
へ
た
も
の
か
、
も
し
く
は
呉
、
蜀
盤

夷
の
地
方
に
於
て
は
℃
淳
が
少
し
く
墾
ぜ
ら
れ
、
」
音
を

挿
入
し
て
℃
爲
或
は
陰
－
俸
ご
奪
塾
せ
ら
れ
た
か
に
外
な

ら
澱
。
さ
て
立
ち
戻
っ
て
那
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
児
る

ビ
、
那
連
は
混
然
語
こ
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
峯
町
2
ご
い

ふ
複
要
語
を
卜
し
た
も
の
ご
思
は
れ
る
が
、
ま
た
雲
2

こ
い
ふ
熱
奴
語
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
此
の
二
字
で
寓
し
た

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
（
　
九
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
天
ミ
妖
定
鰯
蓮
ビ

こ
ご
不
遜
ε
男
子
…
で
あ
っ
た
こ
も
考
へ
ら
れ
る
、
何
れ
の

場
合
に
し
て
も
之
を
天
空
〇
p
の
方
響
醇
桝
2
一
此
の
方

膏
の
早
く
か
ら
登
達
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
前

に
述
べ
π
一
l
I
の
靴
っ
て
琵
閂
窪
又
は
副
島
窪
マ
」
吾
せ
ら

れ
淀
の
を
志
し
た
か
、
も
し
く
は
写
｛
窪
ざ
呼
ん
だ
方
音

の
古
き
も
の
に
島
窪
の
形
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
解
し
た

も
の
か
の
一
つ
の
で
あ
る
ご
見
ら
れ
る
。
天
山
は
「
郎
那

謹
山
∵
也
、
甲
奴
領
得
爲
思
掛
」
こ
か
、
「
．
那
連
山
邸
天
山
也

旬
奴
呼
天
爲
那
蓮
」
ご
見
え
る
の
は
、
噛
か
く
て
天
こ
い
ふ

漢
語
を
誰
つ
た
養
畜
語
を
、
蕾
め
て
漢
字
で
超
し
た
も
の

こ
解
着
し
た
い
ご
思
ふ
。
語
長
漢
語
に
心
し
た
外
電
膏
を

漢
人
が
聞
い
て
、
そ
れ
が
元
來
漢
語
で
あ
る
こ
ご
を
認
め

得
な
い
で
、
純
粋
の
外
國
語
こ
し
て
扱
っ
自
傷
の
少
く
な

い
こ
ご
は
、
今
更
め
て
之
を
暴
げ
る
ま
で
も
な
い
こ
ご
で

祁
連
の
如
き
も
同
様
の
場
合
ご
考
へ
る
Q

　
郡
唾
運
に
つ
い
て
か
、
る
見
方
を
す
’
る
時
「
に
、
當
然
同
…
榛

の
解
繹
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
絢
奴
の
奇
ど
い
ふ
赫

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
　
一
〇
　
（
　
｝
○
）

連
勃
々
の
赫
連
で
あ
る
。
赫
連
が
天
の
義
で
あ
ら
う
ビ
愚

は
れ
る
の
は
、
晋
訳
載
記
赫
連
勃
々
の
傳
に
、
「
股
之
皇
租

β
北
議
事
朔
、
姓
改
姫
氏
、
昔
殊
中
國
、
故
從
着
雪
爲
劉

氏
、
言
置
毎
之
姓
非
豊
沼
、
古
入
氏
族
無
常
、
或
病
因
生

尊
意
、
或
以
王
卿
学
名
、
朕
將
以
義
易
之
、
帝
王
者
繋
天

栄
子
、
是
爲
徽
赫
實
常
数
連
、
今
改
姓
日
馬
連
氏
．
庶
協

皇
天
之
意
、
永
享
蓄
髪
大
慶
、
係
天
之
奪
、
不
可
今
支
撫

歳
霜
、
其
非
正
統
、
皆
以
鐵
尊
慮
氏
、
庶
膜
宗
族
子
孫
、

剛
鏡
如
鐵
、
皆
堪
伐
人
」
ご
あ
る
に
捕
る
の
で
あ
る
。
赫
連

は
．
　
．
鉱
6
｝
T
H
ζ
日
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
當
時
無
論
存
在

し
た
筈
の
雰
鉢
の
尾
音
k
ε
い
ふ
入
管
昔
は
、
次
に
來

る
語
ご
連
接
す
る
場
合
に
は
脱
落
す
る
こ
ご
が
多
い
か
ら

碁
・
・
〒
ぽ
昌
　
は
塁
9
．
ご
回
に
慮
じ
得
べ
き
で
あ
る
が
、

5
讐
。
嵩
で
は
飼
葉
語
こ
し
て
舞
韻
の
調
和
上
如
何
ご
思

は
れ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
て
も
こ
の
形
を
考
へ
れ
ば
、

穿
崔
2
こ
か
謬
　
回
ぎ
こ
か
、
も
し
く
は
窪
琶
μ
を
寓
し

た
も
の
こ
思
は
れ
る
、
從
っ
て
之
を
祁
連
の
爲
し
た
所
ご



同
区
ご
考
へ
て
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
さ
て
自
分
が
か
＼
る
解
繹
を
敢
て
試
み
、
此
等
の
語
を

漢
語
の
少
し
く
鞍
更
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
ご
見
・
o
に
つ

い
て
は
、
別
に
一
個
の
理
由
が
あ
る
、
自
分
は
飼
奴
に
限

ら
す
、
．
北
方
諸
民
族
の
言
語
に
於
て
，
或
る
種
の
も
の
は

漢
語
其
の
他
の
外
國
語
よ
り
導
き
入
れ
た
も
の
が
、
…
從
來

知
ら
れ
て
居
…
る
以
上
に
多
く
存
す
る
ご
考
へ
る
も
の
で
、

例
を
僅
少
の
旬
奴
語
中
に
求
め
て
も
、
副
次
は
漢
語
公
主

の
墨
差
ビ
認
め
ら
れ
、
近
く
自
習
影
戯
は
有
名
な
る
軍
干

ε
い
ふ
語
も
、
漢
語
に
外
な
ら
ぬ
だ
解
せ
ら
れ
た
繭
。
今

自
分
が
旬
奴
の
遺
語
中
に
明
自
に
純
粋
の
旬
奴
語
ご
考
へ

ら
る
、
天
の
蓑
な
る
血
肥
の
外
に
、
別
に
ま
た
同
じ
天
の

義
ε
い
ふ
蒲
連
な
る
語
を
解
し
て
、
漢
語
天
の
門
訴
に
外

な
ら
ぬ
ご
解
す
る
の
は
、
か
、
る
方
針
の
下
に
考
へ
得
た

結
果
に
外
な
ら
澱
。

し
か
し
な
が
ら
祁
連
、
赫
奥
向
の
語
を
、
漢
語
天
の
縛

　
　
第
九
巻
　
　
研
　
究
　
　
天
ぐ
㌔
萩
堂
祁
癌
亡

設
ご
解
緯
す
る
に
は
．
ま
た
更
に
別
の
説
明
を
與
へ
得
る

か
ご
も
思
ふ
。
そ
れ
は
此
等
の
二
字
で
示
し
た
切
督
㌘
考

へ
る
ご
、
そ
れ
が
師
φ
b
同
署
Φ
ρ
宗
風
o
p
に
外
な
ら
澱
か
ら

此
等
の
二
字
は
や
が
て
　
喜
冨
μ
こ
い
ふ
語
を
寓
さ
う
こ

し
た
も
の
で
あ
る
ご
見
る
こ
ご
で
あ
る
。
　
騰
古
く
は
同

罪
の
字
を
用
み
て
、
所
謂
假
借
に
よ
り
て
黙
る
文
字
の
昔

を
示
し
て
み
た
の
を
、
新
に
切
膏
を
用
み
て
示
す
こ
ご
に

な
っ
た
の
は
、
後
漢
末
か
ら
魏
の
時
代
に
か
け
て
麹
つ
π

こ
、
こ
で
、
孫
子
然
の
骨
筆
の
昔
議
に
詣
る
こ
い
ふ
の
が
、

顔
氏
家
訓
読
僻
篇
を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
の
説
明
で
あ
る
、

術
し
て
此
の
法
の
根
原
を
字
義
の
斎
燈
等
ご
共
に
、
西
域

の
聲
暑
寒
に
館
す
る
説
も
、
能
く
知
ら
る
、
通
り
で
あ
る

が
、
別
に
疎
大
断
な
ざ
の
唱
へ
た
如
く
嘩
、
所
謂
垂
雪
盤

韻
に
よ
り
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
考
も
あ
る
。
今

此
等
の
説
の
是
非
に
つ
き
て
云
遇
す
べ
き
で
は
な
い
が
、

し
か
し
元
來
一
字
で
示
し
た
膏
を
爾
字
で
示
し
、
上
の
一

字
に
も
こ
の
字
ご
同
源
日
の
も
の
を
用
ゐ
、
下
の
一
字
に
も

　
　
　
　
　
　
　
節
　
一
號
　
　
　
　
一
…
　
（
　
一
一
）



　
　
　
隼
九
二
　
研
究
　
天
定
蕨
電
那
連
定

ぜ
の
宇
ご
同
韻
の
も
の
を
用
ゐ
、
王
者
梱
切
し
て
　
書
を

示
す
の
法
或
は
逆
に
二
宇
で
示
し
た
膏
を
蝸
宇
に
約
す
る

法
は
、
僅
少
な
が
ら
所
謂
反
切
の
法
の
創
始
せ
ら
れ
た
ざ

い
は
る
、
時
代
よ
り
以
前
か
ら
存
す
る
や
う
で
、
前
者
の

例
こ
し
て
は
春
秋
嚢
公
十
二
年
の
條
に
、
経
に
は
［
、
秋
九

月
奥
子
乗
卒
」
ご
あ
る
の
を
、
左
傳
に
は
「
愛
子
壽
夢
卒
」

こ
し
、
而
し
て
杜
解
に
は
「
育
苗
奨
子
之
號
」
ご
あ
る
が
、

顧
建
武
の
補
正
に
は
「
一
言
爲
築
、
二
言
爲
壽
夢
、
非
號

也
、
解
可
創
、
或
云
黙
秘
、
勾
臭
、
邸
婁
、
本
一
字
蒲
爲
二

字
、
古
齢
墜
重
也
…
…
…
叉
按
襯
善
文
選
注
、
引
世
本
日

呉
耽
姑
、
鶉
姑
壽
塀
也
」
ビ
見
え
る
。
荘
子
に
⑯
楊
朱
を

陽
子
居
こ
も
書
き
、
前
漢
書
画
海
蛇
に
軍
チ
の
姓
を
攣
縮

ε
せ
る
の
を
、
後
漢
書
同
心
に
は
露
連
題
こ
せ
る
如
き
も

同
機
の
例
で
あ
る
Q
筆
を
不
律
ご
い
ふ
の
も
、
終
回
の
註
Ψ

・
繹
の
上
に
超
越
す
る
こ
ご
を
詐
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ま
た
此

の
例
の
｝
つ
ご
見
得
る
で
あ
ら
う
Q
實
に
こ
れ
に
つ
い
て

は
戴
震
の
聲
韻
考
に
附
し
た
高
樹
眞
の
蹟
に
は
、
「
不
律
爲

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
　
　
＝
一
　
（
　
ご
｝
）

筆
反
語
聯
繋
…
…
…
園
部
成
書
、
則
必
推
重
炎
｛
矢
」
こ
い

ふ
て
不
興
は
．
…
冒
け
奉
寓
し
た
に
外
な
ら
ぬ
ド
匂
見
て
居
る
。

後
者
の
例
こ
し
て
は
既
に
先
入
屡
々
注
意
し
て
居
る
通
り

之
乎
を
諸
で
し
、
之
焉
を
坊
こ
し
、
何
不
を
議
こ
せ
る
如

き
は
そ
れ
で
あ
る
。
二
字
で
表
は
す
晋
を
一
宇
に
約
す
る

法
ご
共
に
、
、
外
國
語
こ
か
漢
語
の
方
普
こ
か
を
爲
す
場
含

に
、
一
字
で
適
業
な
吾
を
得
な
い
峙
に
、
約
苦
の
法
を
逆

に
用
み
た
切
昔
の
法
が
存
し
た
ε
見
る
こ
ご
は
、
必
し
も

出
馬
で
は
な
か
ら
う
。
所
謂
反
こ
か
切
こ
か
の
名
で
総
す

る
表
無
法
が
孫
炎
以
前
に
存
し
な
か
っ
た
ご
は
、
旧
説
に

拘
泥
し
な
い
限
り
、
強
く
主
張
し
得
る
所
で
は
い
Q
か
く

見
得
れ
ば
、
祁
連
や
赫
連
が
ζ
o
P
犀
三
窪
な
る
天
の
方
書

を
飼
奴
に
傳
へ
て
居
っ
た
の
を
緩
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ご

は
極
め
て
容
易
に
認
め
ら
れ
る
Q

　
以
上
立
襟
の
説
明
を
試
み
た
に
つ
い
て
は
、
少
く
ご
も

説
明
の
仕
方
に
於
て
定
見
を
歓
く
こ
の
訴
は
軸
受
せ
ね
ば

な
ら
譲
Q
實
際
自
分
は
今
此
等
の
中
の
何
れ
に
よ
り
て
説



明
す
べ
き
か
の
岐
路
に
立
っ
て
居
る
の
だ
か
ら
、
無
理
に

一
方
に
様
る
こ
ご
を
避
け
る
次
第
で
あ
る
。
大
方
の
叱
正

に
よ
り
て
、
何
れ
か
に
從
ひ
得
る
か
、
或
は
爾
者
こ
も
に

全
く
謬
見
で
あ
る
こ
ご
を
知
り
得
る
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。

　
（
褒
　
照
）

1
此
の
書
に
つ
い
て
ほ
既
に
史
學
難
偽
層
三
十
四
編
第
四
號
に
打
て
、
石

　
田
譜
隅
が
紹
介
ぜ
・
b
れ
、
　
つ
い
で
山
石
三
二
第
一
二
巻
第
山
膚
…
欄
に
．
ば
い
、
融
明
田
血
君

　
の
紹
介
が
あ
ろ
か
ら
、
更
め
て
繰
り
返
す
煩
な
逓
け
る
Q
乳
ド
ニ
君
定

　
同
じ
く
、
艶
の
書
ヅ
萩
教
に
賊
す
る
支
那
の
史
料
た
能
く
集
め
六
も
の

　
で
あ
ろ
こ
ぐ
」
た
蓮
べ
て
用
脚
く
。

，
、
朝
野
四
葉
谷
三
に
「
河
晦
府
立
偲
扇
蟹
南
市
上
坊
、
皆
有
総
妖
淋
廟

難
雛
雪
質
新
雪
猪
高
、
琵
叢
笛
、
酎
叢
舞
写
し
陳

　
氏
既
に
火
凝
塊
入
申
國
考
第
八
章
に
引
く

3
前
記
石
玉
憲
や
蟹
田
君
の
紹
介
た
野
盗

遠
陳
氏
の
漁
民
第
八
章

5
通
典
喚
居
の
條
下
に
引
罵
ゼ
ら
れ
六
経
行
記
の
丈
句
に
擦
ろ
の
で
み
る

　
が
そ
こ
に
ぼ
有
淋
祠
名
声
芝
な
っ
て
居
ろ
。
抜
が
重
り
談
で
あ
ろ
こ
亡

　
に
疑
な
い
。

6
自
腹
谷
十
一

7
此
の
文
書
ぽ
白
分
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の
巴
σ
＝
0
3
伽
台
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隠
δ
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話
δ
所
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の
も
の

　
に
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篇
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カ
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に
毅
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漢
丈

第
九
巻
　
研
究
　
天
ミ
嵌
ε
郎
連
ミ

　
害
の
ゆ
8
0
の
漂
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8
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の
書
第
五
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9
陳
氏
が
此
の
「
句
た
初
め
て
六
書
統
に
見
え
る
ビ
し
て
居
る
談
1
1
繭
記

　
淋
田
干
の
紹
介
中
に
寵
さ
る
・
迂
り
で
あ
る

一。

ﾂ
氏
ほ
類
篇
た
引
い
て
、
同
書
に
「
三
戸
淋
爲
麗
し
ご
あ
る
ぜ
詑
し
て
み

る
が
、
自
分
の
見
ろ
庭
に
塔
俗
」
で
に
な
く
し
て
、
集
甜
同
搬
「
胡
」
建

　
あ
る
0

11

ﾂ
氏
の
説
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同
搬
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見
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